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第２回 ケアタウン構想検討委員会 会議録  

 

日 時  平成２１年８月２９日（土）午後２時００分～４時３０分  

会 場  小田原市役所３階・議会全員協議会室  

出席者 

 ■委員：伊東委員長、酒匂副委員長、加藤委員、木村委員、近藤匡委員、近藤孫範委員、 

下田委員、時田委員、中村委員、松原委員、箕輪委員、脇委員 

■市職員：【福祉健康部】清水 福祉健康部長、川久保 福祉健康部次長、 

      【部内各課長】日比谷 高齢介護課長、田中 子育て支援課長、 

奥津 障害福祉課長、相田 保険課長、奥津 健康づくり課長 

      【事務局職員】湯川 福祉政策課長補佐、田代 上級主査、峯田 主事 

【部内ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾝﾊﾞｰ】柏木 高齢介護課長補佐、隅田 子育て支援課長補佐、 

加藤 障害福祉課長補佐、武井 保険課医療給付担当主査、 

茂川 健康づくり課指導担当主査、 

秋山 小田原市社会福祉協議会事務局長代理 

傍聴者  ６人 

 

会議内容 

１ 議題 

（１）ケアタウン構想に関する意見について 

○伊東委員長 本日は、ご多忙の中をご出席いただき、誠にありがとうございます。

定刻となりましたので、ただいまより第２回ケアタウン構想検討委

員会を開会いたします。 

第１回の会議の最後にもお話しいたしましたが、この検討委員会は

休日の午後に開催される会議ですので、皆さん肩の力を抜いて、リラ

ックスした気分で、たくさんのご意見をいただければと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

本日の会議に当たりまして事務局からご報告をお願いいたします。 

○事務局【川久保次長】 それでは事務局から、本日の出欠状況について、ご報告をさせてい

ただきます。 

本日の会議は委員の皆様全員ご出席でございますので、委員会設置

要綱第５条の規定によりまして、会議は成立することをご報告申し上

げます。 

それから、続きまして資料の確認をさせていただきたいと思います。

事前にお送りさせていただきました、会議次第、資料１－１の「ケア

タウン構想に関する意見について」から、参考と書いた「市町村と国

との協働による地域福祉の推進の取り組みについて」までの７組の資

料を事前に配送させていただいております。本日お持ちいただけまし
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たでしょうか。お持ちいただいてない方がいらっしゃいましたら、挙

手にてお知らせいただければ、卓上にお届けさせていただきます。よ

ろしいでしょうか。 

また、本日、卓上に追加の資料を置かせていただいております。本

日の座席表と参考２と書いた「他市町村における先進的な取り組み」、

この２点の資料を卓上にご用意させていただいております。お配りさ

せていただきました資料は以上でございます。事務局からの報告は以

上でございます。よろしくお願いいたします。 

○伊東委員長 ありがとうございました。それでは、次第に沿って始めてまいりま

す。本日議題を見ていただきますと、３つの議題がございます。事務

局からご報告いただいて、その後、それに関する若干の質疑をいただ

いて、その時にはその説明に対しての質疑をいただき、最後の（３）

課題の整理で、たくさんのご意見をいただきたいと思っております。 

それでは議題（１）「ケアタウン構想に関する意見について」事務局

から説明をお願いいたします。 

○事務局【湯川補佐】 事務局の湯川でございます。失礼して座って説明をさせていただき

ます。議題に入る前に、前回第１回目の検討委員会で保留になってい

る事項がございますので、それをご報告させていただきたいと思いま

す。前回、本市の福祉の現状について、統計データのご説明をさせて

いただきました。その中で一人暮らしの高齢者の方の参加者数が年々

増えているというご説明をさせていただきましたが、下田委員から男

女の比率が分かればというご質問がありました。社協からいただいた

データでしたが、誠に申し訳ないのですが、男女の比率まではわから

ないということですので、ご理解をいだければと思います。 

それでは、議題のケアタウン構想に関する意見について、若干経緯

等をご説明させていただければと思います。第１回目の検討委員会に

おきまして、委員の皆様に構想策定に向けての作業についてのご議論

いただきました。そこでまず、本市の福祉の現状と課題を整理するこ

とから始めようということで、まずはアンケート調査をさせていただ

くこととなりました。事務局からアンケートの調査票を２つご用意さ

せていだきまして、一つが団体・事業者が抱えている問題や対応に苦

慮している問題についての調査票、もう一つがフリーに福祉の現状等

をいただくものということでアンケートをさせていただきました。ア

ンケートにあたってはホームページや広報等に載せさせていただい

て、市民等にも周知させていただくと共に、団体の長の皆様また委員

の皆様を通じて、幅広く実施をさせていただきました。一応の締め切

りを７月３１日ということで、今回お示しした資料は、８月１４日か

ら１５日ぐらいまでに頂いた意見ということで、ご理解いただければ
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と思います。 

それでは内容についてご説明をさせていただきます。資料１－１を

ご覧いただきたいと存じます。こちら、「ケアタウン構想に関する意見

について、（合計）」と書いてございますが、総括的にまとめた資料で

ございます。まず、団体区分のところをご覧いただきたいと存じます。

№１民生委員児童委員協議会から№１９ケアタウン構想委員というこ

とで、１９団体等からご意見を頂戴いたしました。意見の数は、団体

等が苦慮している問題が２１３件、団体が抱えている課題が１６８件

ということで、合わせて団体からの意見、団体等からの意見が３８１件

でございます。自由意見が３４３件で、延べ総数といたしまして

７２４件ございます。民生委員児童委員協議会から約５４０件いただ

きまして、約７０％の意見をいただいております。その他、地区社協

が５２件、自治会１１件、老人クラブ２０件、一般市民から９件、委

員の皆様から１５件という結果になっております。この７２４件のう

ち、右側の分野別というところをご覧いただきたいと存じます。どう

いった分野のご意見があったのか整理してございます。まず、高齢者

に関するご意見が３４３件、障害者が１２７件、子育てが１６２件、

限定せずということで全般的な意見が１９８件で、お一人の方で複数

のご意見がありましたので実件数より多いのですが、８３０件となっ

ております。 

ご覧いただくと分かりますとおり、高齢者のご意見が３４３件、

４１％ということで、かなり多くなっております。７２４件のうち、

具体的にどんな意見が多かったのかということで、これについては、

事務局と部内のプロジェクトチームで、いわゆるＫＪ法で仕分けをい

たしたものが、ケアタウンの視点別という右側の欄でございます。 

８つの区分に分けて整理をさせていただきました。「担い手」の問題、

これはもう巷間言われているような、なかなか自治会とか民児協とか

やり手が無いというような問題。「市民意識」の問題、これは活動に参

加する方とそうでない方が二極化しているというような問題。「制度の

枠」は高齢者や障害者等々、制度の枠に当てはまらぬようなことで困

っているという問題。「多様化するニーズ」と書いてございますが、主

な意見としては、一般的な生活的な課題、買物に困っているというご

意見を頂戴しております。「相談・交流の場」ということで、身近に交

流の場が欲しいとか相談の場が欲しいというようご意見です。次が「連

携・活動のあり方」ですが、活動のあり方の中で、特に各団体さんの

業務が多くて非常に困っているというようなご意見が多くございまし

た。また、団体間の連携に苦慮しているというようなご意見もござい

ました。次が、「災害時要援護者」ということで、災害等発生したとき
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に、困っている方をどのように支援するのかと、また、個人情報の問

題等もありまして、対応に苦慮しているというご意見でございます。

最後に「行政の要望」ということで、仕分けをさせていただきました。

大体ばらついておりますが、団体の連携、活動のあり方が２５％とい

うことで、若干多い結果となっております。 

意見の概要は以上でございますが、続きまして、資料１－２をご覧

いただきたいと存じます。これは先ほどお話しした団体等から頂いた

意見を３１ページに渡って、整理してございます。事務局で主要な意

見を網掛けしておりますが、分量が大変多いことから、説明は省略さ

せていただきます。このような形で整理させていただいたということ

で、ご理解いただければと思います。 

続きまして、資料１－３をご覧いただきたいと存じます。これは先

ほどお話したとおり、フリーにいただいた意見をまとめたものでござ

います。体裁は資料１－２と同じような形で整理してございまして、

主要な意見をまた網掛けしてございます。こちらも説明は省略をさせ

ていただきます。 

続きまして、資料２をご覧いただければと思います。若干お時間を

頂き説明させていただきたいと存じます。本検討委員会委員の皆様か

らいただいた意見のうち、主な意見ということでご理解をいただけれ

ばと思います。４名のご意見を抜粋してございます。まず、Ａ委員で

ございますが、こちらのご意見の方は具体的な問題というよりもケア

タウン構想に向けて具体的な提言をいくつか頂戴してございます。ま

ず一つといたしましては、生活圏を設定して生活圏ごとに福祉サービ

スの窓口を作ったらどうなのか、スムーズにアクセスできる相談体制

を整備したらいかがかということご意見を頂きました。次に、住民に

対して福祉サービス等の情報等を伝える仕組みを作ったらどうかとい

うようなご提言でございます。また、空き教室とか校舎等々を活用し

てサロン等を常設したらどうか。その中に福祉のコーディネーター等

を配置して気軽に相談できるような場を設けたらというようなご意見

を頂戴しております。また、サロン活動または活動の場を確保するた

めに当然財源が必要ですので、地域福祉推進寄付金というようなもの

を創設したらどうかというご意見を頂戴してございます。 

次にＢ委員でございますが、全部で６つのご意見を頂戴しておりま

す。まとめさせていただきますと、基本的に小田原市民の意識の問題

ということで、なかなか一体的な気持ちになっていないと、一体感に

乏しいというようなご意見、また、子供会の活動ですとか自治会の活

動等一生懸命やっている方とそうでない方というような二極化の現象

がみられているという特徴を挙げられております。 
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続きまして２ページの方をご覧頂きたいと存じます。Ｃ委員でござ

いますが、大きく分けて２つのご意見がございます。一つ目は身近な

生活課題でゴミ出しの問題等々、自治会等へお願いするのに聞き方等

が分からないと、どうしても行政に頼りがちだというようなご意見。

あともう一点、子育て関係に関する行政への要望で、このようなもの

があれば非常に分かりやすいという具体的な提言をいただいてござい

ます。 

最後にＤ委員でございます。こちらも課題というよりも具体的な提

言をいただいております。ケアタウン構想の中では高齢者、障害者、

児童福祉だけではなくて、地域医療の問題も加えて考えたらどうかと

いうようなご提案でございます。基本的に介護サービスとか看護サー

ビスというのは切り離せないので、地域に根ざした医療機関等や、ま

た、小学校単位に相談を受ける窓口と介護、看護ステーション等々が

あったらよろしいのではないかと、在宅支援診療所というようなもの

があればいいのではないかというご提案をいただいております。具体

的に中井町の事例を挙げて、ご提言をいただいております。 

委員様からのご意見は、代表的な意見ということでただ今、ご紹介

させていただきましたが、団体代表の皆様につきましては、先ほどご

説明した資料１、資料２の中に盛り込んでございますので、今回こち

らの方は割愛させていただきました。 

最後に一番キーになる資料と成ると思いますが、資料３をご覧いた

だきたいと存じます。こちらは、概要版ということで、ケアタウン構

想に関する主な意見として、２ページ以降に先ほどご説明した８つの

区分ごとに、大体５つぐらいの意見をピックアップさせていただきま

した。頂いた意見を踏まえて、事務局で視点ごとに具体的な問題点を

記載してございますので、こちらに沿ってご説明をさせていただけれ

ばと思います。 

まず１点目の担い手の問題でございますが、巷間言われているよう

に自治会、民児協等々団体の業務量が非常に増加していると。責任感

とか負担感があって活動が非常に厳しいというようなお話しがござい

ます。また、加入者も減って、役員も高齢化して活動が先細りになっ

ていると。あともう一点、地域のボランティアに、いくつかボランテ

ィアあるのですが、なかなか人材が集まらないというようなご意見も

頂戴しております。 

２番目の市民意識の問題でございますが、先程来お話ししています

が、助け合いの意識が希薄化している、地域と一体感が無いというよ

うなご意見でございます。また、活動を一生懸命やっている方と無関

心な方ということで二極化になっていると。また、高齢者や障害者の
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方の中に、プライベートな問題もあり、なかなか打ち解けて話すこと

ができない方も多いというようなご意見もございました。 

続きまして３番目の制度の枠の問題でございますが、こちらは基本

的に国の方でいろいろな制度、高齢者でしたら介護保険、障害者でし

たら障害者自立支援等々、きちんと法令では整備されているのですが、

それに当てはまらないような問題が非常に出てきていると、このため、

なかなかシステムで対応できないような問題がたくさんあるというよ

うなご意見が多くございました。 

４番目といたしまして、多様化するニーズということで、例えば高

齢者の方ですと、身近に商店等が無くなって買物に困っているとか、

あとは草むしりが出来ないとか、話し相手がいないとか、外出するに

も困るというような、本当に生活に密着した問題のご意見もございま

した。それを解消するためには、簡単なボランティアみたいのがあれ

ば非常に助かるというご意見も頂戴いたしております。そのようなこ

とを考えますと、第１回目に地域福祉コーディネーターというお話し

もさせていただきましたが、ニーズを把握するようなコーディネータ

ーというものが必要なのではないかというご意見もございました。 

５番目でございますが、相談・交流の場ということで、身近にこう

いうものが欲しいということはたくさんご意見として頂戴しておりま

すが、それにあたっての基本的なインフラとして、常設的な拠点がな

いとなかなか活動もしづらいというご意見も頂戴しております。 

６番目の連携・活動のあり方でございますが、先程もお話ししまし

たけれども、民生委員、自治会の役員、地区社協の活動等々非常に業

務が多くなっていると。そうでなくてもやることがいっぱい多いとい

うようなご意見がございます。あと、各地域には子供会、ＰＴＡ、老

人クラブ、民児協等いろいろな団体がありますけれども、その辺の連

携のあり方をもう少し考えたらどうなのかというご意見も頂戴してお

ります。 

７番目の災害時要援護者ですが、これは先程少しお話ししたことで

ございます。基本的にいざ発生した時にどのように対応したらいいの

かと、特に最近個人情報の問題があるため、なかなか情報の共有が図

れないというような問題も出ております。 

最後に行政への要望ということで、ハード的な整備の要望も当然あ

ったのですが、行政の職員は役所の中にいるだけでなくて、もっと地

域に入って実情を把握して欲しいというようなご意見も頂戴しており

ます。以上が７２４件の概要でございます。 

最後に３ページをご覧頂きたいと存じます。小田原市障害者サポー

トセンターから具体的なご意見を頂戴しております。ケアタウン構想
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を推進するにおいては、専門的な相談窓口は当然必要なのですが、各

地域ごとに気軽に相談できるような窓口があったらよいのではない

か。それに際しては、やはり、きちんとした活動拠点がないとなかな

か難しいことと、これを運営するに当たっては、ただ相談員を配置す

るということだけではなく、いろんな団体が活動できるような運営作

りとか、ルール作りが必要だというご意見を頂戴しております。簡単

ではございますが、今回頂いた意見の概要のご説明を終了させていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

○伊東委員長 ありがとうございました。先程お話ししましたように、自由な意見

は後ほど出していただくということで、今、湯川さんが説明していた

だいた部分に関してご質問がありましたら、お手を挙げていただけた

らと思います。それではいかがでしょうか。 

○中村委員 資料１－３の１ページで２の民児協の方の意見で、７５歳未満の高

齢者については実態がつかめないとあって、何箇所かこの後ろにも出

てきているが、７５歳以上と７５歳以下の把握に差があるのはなぜな

のかを教えてください。 

○事務局（湯川補佐） 民生委員の活動としては、６５歳以上の方で基本的に独り暮らしの

方とか、生活にお困りの方の見守り活動をしていただいています。

７５歳以上の方ですと、社協がお達者チェックということで、７５歳

以上の方に現在の生活状況がどうなのかという調査をさせていただい

ております。生活状況等は、書いていただいておりますので、その方

の問題点等はその中に把握できているということで、データとしては

分かると。 

ただ７５歳未満の方でそういった統計だった調査をしていないの

で、ちょっと分からないというご意見で、こういうご意見を頂戴して

いるのかな、と思っています。 

○伊東委員長 他にはいかがでしょうか。松原委員、お願いいたします。 

○松原委員 事務局でこれだけの大量の資料を作られて整理されたということに

は非常に大変だったと思いますし、敬意を表したいと考えております。

このアンケートの結果で、民児協が７２４の中の５１２という数を占

めているんですね。これはアンケートの周知の仕方が、個々に配られ

て、必ず出すようにというような流れがあったんでしょうか。それに

よってこれだけの数が出たのかなと思いますがいかがでしょうか。 

○事務局（川久保次長） 民児協につきましては、私ども福祉政策課が民児協の事務局も預か

っています。毎月理事会をやっていまして、ケアタウン構想のアンケ

ートをやるのでよろしくお願いしますということで、皆さんの声をお

届けくださいということを、その会議の席上でお願いをしましたとこ

ろ、民児協の方できめ細かく意見を地域で出してください、というこ
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とで、このような数をあげていただいております。以上でございます。

その辺は下田委員が、民児協の副会長で、できるだけ多くの声をあげ

てくださいという、お願いしていただいたことでございます。下田副

会長、そんなことでよろしいでしょうか。 

○下田委員 民生委員児童委員協議会の副会長の下田ですが、今のお尋ねの中で

説明がありましたように、民生委員理事会で各委員全員に、問題点が

あったならば、書いて欲しいということで、アンケートを出したとこ

ろ、ほとんどの人達が出していただけたということでこの膨大な数に

なったのかな、というふうに思います。結局それだけ問題点が多いと

いうことを示していると思います。 

それから先程７５歳という質問がありましたが、元は７０歳からス

タートさせていました。ところが実際には、個人情報の問題で７０歳

以上のデータが出なくなり、お達者チェックの調査の時に７５歳とい

うことで線を決めましたので、７５歳から上になったのですが、同時

にそれは７０歳あるいはその前後の人達が分かりにくくなった。そこ

で、私は早川地区を担当しているのですが、早川地区では、７０歳の

頃からのものをそのまま引き継ぎまして、７０歳であっても６０歳で

あっても、ちゃんと見なければいけない人については載せるようにと

いう、私は皆さんにお願いをして、会員の方にお願いをして、取るよ

うにしています。ですが、それでもつかみにくいですね。どなたが今

年７０になったかなんていうのは、やはり人間関係の希薄というもの

が言われてきますと、なかなかつかみにくいという問題はあります。

ただできるだけでいいからやってくださいということで、現在は

７０歳以上、それから、少し問題があれば６５歳でもいいよという形

で話しています。以上です。 

○伊東委員長 近藤孫範委員、お願いします。 

○近藤孫範委員 資料３の主な意見ということで概要版ということで取りまとめて頂

いているのですけれども、網掛けをされた意見以外にも結構、私が目

を通させていただいた中には、色々な意見があって、現場で関わって

いる人の、こういう問題があるのかなとか、そういう視点を読ませて

いただいたのですけれども、この網掛けをした、多数意見ということ

ですか。どういう根拠で網掛けをしてこの主な意見という形に集約さ

れたのか。 

○事務局（湯川補佐） ７２４件ございますので、まず何がキーなのかを事務局と部内のプ

ロジェクトチームでＫＪ法により区分を整理しました。１から８のこ

ういった問題が浮かび上がってきましたので、その視点に立って、重

要だと思われる意見について、網掛けをさせていただいたということ

をご理解いただければと思います。 
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ご覧になっていただく中で、他の視点についても、ご意見を頂戴い

ただければと思います。 

○近藤孫範委員 もう１点。その８点に整理されたというのも、これも事務局のお考

えでしょうか。 

○事務局（川久保次長） はい、そうでございます。これについては、今近藤委員おっしゃら

れたように、いろいろな切り口があるだろうということで、これにつ

いては事務局でこういう整理をしたんですけれども、また次回につい

てもこの課題を更に整理していく必要があると思いますので、議題

（３）の課題の整理のところで、この切り口だとか、その辺も含めて

皆さんにご議論いただいて、改めてもう一度整理をしたいと思ってお

ります。以上でございます。 

○近藤孫範委員 この資料１－３に、地域福祉計画とケアタウンの関連性の意見が何

人から出ておりましたけれども、これは今日の議題（２）小田原市地

区社会福祉協議会の活動等についての中で議論されるということでよ

ろしいでしょうか。 

○事務局（湯川補佐） ちょっと細かくて恐縮ですが、社協の活動は、個別の地域の活動、

民間事業者の活動を整理したもので、地域福祉活動計画という別の計

画でまとめております。 

行政の計画が地域福祉計画で、１９年度に作っており２３年度ま

での計画期間で見直しを行う予定であったのですが、昨年市長が就

任されまして、地域福祉計画とはまた別に、それをもうちょっとブ

ラッシュアップしたもので、ケアタウン構想を考えてくれというお

話がありましたので、従来の地域福祉計画をバージョンアップした

ものをこの中でご検討いただくということで、ご理解いただければ

と思います。 

○近藤孫範委員 私の理解しているのは、２３年度までの地域福祉計画、それは今言

われたようにこのケアタウン構想でカバーしていくと、ということの

理解でいいですか。 

○事務局（川久保次長） 近藤孫範委員からお話がありました地域福祉計画につきましては、

皆様には事前に資料をお配りさせていただいておりまして、小田原市

の行政の計画である地域福祉計画です。これが福祉の上位計画と言い

ますか、それから市社協の方では、実際の地域福祉の活動計画があり

ます。地域福祉計画と地域福祉活動計画は、表裏一体となっておりま

して、連携して作り、計画期間が平成１９年度から２３年度までにな

っています。先程、湯川がご説明申し上げましたようにケアタウン構

想で小田原市の今後のケアタウン、どんな仕組みづくりをするのかと

いうことを、本年度皆さんにご議論いただいて構想として取りまとめ

ていただき、それを盛り込んだかたちで、来年度この改訂作業をさせ
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ていただきます。ですから、これと連動したかたちで地域福祉計画も

作ってまいります。それから社協の活動計画につきましても、今年度

と来年度が見直し期間となっていますので、当然こちらについてもケ

アタウン構想を踏まえて社会福祉協議会の方で連携した活動計画を作

っていくことになるものと思っております。 

○伊東委員長 ありがとうございました。それでは、加藤委員、お願いいたします。

○加藤委員 量がすごく多くて、これだけの作業をやるというのは確かに大変だ

ったであろうなと思っています。まずアンケートの調査対象は、先程

も説明ありましたが、民生委員児童委員がかなりの率で入っているか

ら、わりと民生委員児童委員さんが見ている範囲の情報がすごく入っ

てきています。それ以外の子どもとか一般の元気な高齢者の方とか、

一般市民とかの意見が反映されずに、分かりにくく、その辺をもう少

し力を入れて欲しかったなと思いました。 

もう一つは、整理の仕方です。連携とか、市民意識とか、そういう

分類があり、確かにその通りだろうなと思いましたが、よく見てもま

だピンときませんでした。 

整理の仕方については、専門的にはケアタウンの８つの視点別とな

るかもしれませんが、分かりづらかったので、私など素人には、高齢

者、障害者、子育て、子ども等の分類の方が分かりやすいですね。 

資料の送付についてですが、８月２４日に発送すると私のところに

届いたのは２５日か２６日です。網掛け部分や課題の整理の部分を合

間合間に読みましたが、時間があまりなかったので、全部読みきれま

せんでした。最初から概要だけつかんでくれば良いのかとも思います

が、その点について、説明をお願いします。 

○事務局（川久保次長） １点目のアンケートの調査の仕方でございますが、これについては、

私どもできるだけ多くの意見を頂きたいということで、各団体の皆様、

また関係者の皆様には、まだ意見をお出しいただいていないですが、

よろしくお願いします、というようなフォローはさせていただきまし

たが、そんな中でも、なかなかご意見が上げていただけなかったとい

うところが、正直なところでございます。 

整理の仕方については、事務局と部内プロジェクトで整理する段階

で、８つの切り口に分けましたが、どのように整理したらよいのかと

か、途中の段階で意見が上がってきたものもございまして、７月３１日

までにお寄せくださいということで意見を取りまとめたのですが、そ

の時点でまだ出てきてない部分がございましたので、それらは８月に

なって取りまとめた関係で資料配布が遅くなってしまいました。大変

申し訳ございませんでした。 

○伊東委員長 次に、時田委員お願いいたします。 
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○時田委員 膨大な資料をまとめていただいて、ありがとうございます。風邪ひ

いておりますので、失礼しますが。民児協のご努力はやはりすごいで

すね。生活実感もそのまま課題を受け止めていらっしゃるから、まさ

にこのとおりだと、僕は拝見しながら思いました。地域の実情が本当

に良く分かりました。 

ところで、ご意見が出てこないって言うのは、関心がないから出て

こないだろうと。出てきたご意見は非常に貴重な意見だと思います。 

地域福祉計画と社協の地域福祉活動計画との摺り合わせについて、

これまでの計画で良いのか、あるいは、新たな課題で、違った計画を

組まなくてはいけないということになるのかですね。あるいは、各団

体の計画とこの調査との整合性というか、どこが行き届いてないか、

あるいはどこに手を打てば良いんだろうか。これは、まとめられた行

政のプロジェクトなりが、お感じになっているところが、ずいぶんあ

ると思います。だから、課題をまとめて、ポイントを資料３にまとめ

られたということで良いでしょうか。 

○事務局（川久保次長） そうでございます。ただ、ここに出ている課題については、市も社

協も同じですが、先程ご説明した地域福祉計画には、こういうことを

目指して、こういう担い手だとか、このような広い総論的なことでは

書いてあるのですが、果たしてそれを具体化していくための、どうい

う風な手立てだとか、その辺まで踏み込んでおりません。今回のケア

タウン構想についてもそれを実際にどうしていくんだというところを

踏み込んで、その辺を反映していきたいというところでございます。 

○時田委員 計画はできているけれども、それを具体的に誰がどのような手立て

でどういうプロセスで具体化していくかという、その道筋がなかった

訳ですよね。そういう意味では、資料３の小田原市障害者サポートセ

ンターがお出しいただいたご意見は、非常に具体性がある良い意見だ

と僕も拝見していた訳です。一度、サポートセンターからの意見をお

聞きする場みたいなものを設けられるようご検討いただきたい。他の

ところでこれほど具体的なご提案がないものですから、できればそう

いう機会を設けていただくと、より一歩進んでいくかな、という気が

しますので、ご検討ください。 

○伊東委員長 それでは時間も押しておりますので、次に進みたいと思うのですが、

整理をさせていただきますと、あくまでもここに整理してあるものは

暫定版というふうにご理解いただければと思います。ですから網掛け

についても、市職員の部内プロジェクトの判断で網掛けをしたという

ことです。委員の方にいろんな意見をいただくというところがメイン

と思っておりますので、その辺をまた踏まえて、事務局で整理してい

ただくと。例えば、この意見にも網をかけた方が良いのではとか、そ
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ういうご意見も良いのかなと思っております。 

８項目の整理の仕方も、違う整理の仕方もあるんじゃないかという

ご意見もいただければと思います。 

 

（２）小田原市地区社会福祉協議会の活動等について 

○伊東委員長 それでは、次に進めさせていただきます。議題（２）「小田原市地区

社会福祉協議会の活動等について」ということで、ご説明をお願いい

たします。 

○事務局【秋山社協事

務局長代理】 

小田原市社会福祉協議会の秋山と申します。よろしくお願いします。

それでは失礼して座らせていただきます。資料４小田原市地区社会福

祉協議会の活動等についてということで、整理をさせていただきまし

たので、これに基づいて説明をさせていただきます。 

１ページですが、小田原市の場合の地区社協の現状、課題というこ

とで、（１）経緯を整理しました。市社協そのものが法人化したのが昭

和５１年度で、それまでは行政の一つの窓口として存在はしていたの

ですが、また地区社協につきましても、昭和５１年より前から設立さ

れていたというところも結構ございます。そのような中で、会費制度

の導入、そのための地区社協の組織化の促進を昭和５１年度から積極

的にしました。それに伴いまして、昭和５３年度に全て、小田原市の

場合は連合自治会を基盤として組織化を進めたんですけども、それが

２５地区ということで、全２５地区で地区社協の組織化が完了したと

いうことでございます。 

従前から、地区社協はそれぞれ地域の特色に応じた色々な活動をし

ていた訳ですが、昭和６０年度くらいから在宅福祉ということを視点

に置いた活動をやっていきましょうということで、全地区にこういっ

た活動をお願いしますと。先程お話がありました、旧称は健康度チェ

ック調査、現在お達者チェックという形で７５歳以上の方を対象とし

た調査を行っておりますが、これが実に、９割以上の回答を頂いてい

るということで、見守り活動するための基礎資料としては、充分なも

のとなっているのかなという風に思っております。 

また、見守り活動をするための在宅福祉サービスチームの編成、こ

れは２５地区をさらに細かく単位自治会とか、民生委員さんの活動エ

リアで近隣の見守りをしていきましょうといったようなことを目的

に、こういったサービスチームの編成も行ってまいりました。そうし

た活動する中で、色々実際そのときの健康度チェック調査から要望が

多かった寝たきり予防の教室ですとか、認知症予防の教室の講座を開

いてくださいと、まあそういった市民の皆さんの要望も多くありまし

たので、それを反映させるような形で、転倒予防教室の開催ですとか、
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そういったものを地区社協と共同しながら行ってきたという経緯もご

ざいます。 

平成１７年に６モデル地区で地域福祉活動計画策定のための懇談会

を開催ということがありますが、これがひとつ大きく方向転換と言い

ますか、もう一つ地域福祉という新しい、まあ従来から地域福祉とい

う言葉は使っておりましたが、明確に地域福祉ということを目標に進

めていきましょうということで、活動計画を策定するための意見を聞

くということで、２５地区は大変でしたので、６つのモデル地区を選

定させていただきまして、懇談会を開催いたしました。 

このとき、いただいた意見が９０５件というようなことになってお

ります。それらの意見を元に地域福祉活動計画、また市では地域福祉

計画を一緒になって策定したといった経緯がございます。 

平成１９年度以降は、地域福祉活動計画を元に地区社協活動のメニ

ュー、新しい活動というのも出てきておりまして、その一つがサロン

活動ですとか、あるいは地域福祉活動の担い手の確保、支援というこ

とで、地域福祉コーディネーター養成研修会の開催ですとか、また地

域を耕す連絡会とありますが、これは自治会長さん、民生委員さん、

地区社協の会長さん、三者が集まって連携を深めていこうといった連

絡会の開催、そして勿論活動拠点の研究といったようなことを行って

きております。 

２ページ目をおめくり頂きたいと思います。（２）現状ですが、全地

区で展開されている活動はこちらにありますが、市社協からこういっ

た活動をしてくださいということで指定して行っているものと、あと

行政からの委託事業といったようなものがここに書かれております。 

２）としては一部の地区で展開されている活動、それも自主的な活

動ということで地域の特色に応じたこのような住民の交流を目的とし

たお祭り等の開催、それから最近は特に盛んになってきております子

育て支援の活動とか、高齢者対象のお花見の会。地域内に福祉施設等

がある場合はその福祉施設の活動運営の協力といったようなこともさ

れております。その他といたしましては、清掃活動、これもただ単に

清掃だけではなくて、世代間交流を兼ねた清掃活動ということの展開

もしている地区もあります。また地区によっては戦没者慰霊祭を主催

している地区社協もあるということです。 

３）といたしましては、一部の地区で展開されている活動というこ

とで、これは市社協からの指定や市の委託事業等もあるんですけども、

１ページ目で申し上げましたサロン活動、現在２５地区中１２地区で

開催されております。それから地域を耕す連絡会は申し上げた通りで

すが、今年度は新たに３つ目にあります安心まちづくり連絡会という
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のを計画しておりまして、その詳細はこの資料の５ページに参考とし

てつけさせていただきました。要はその地区の地区社協の役員さん、

学校、福祉施設、地域包括支援センター、そういった諸々の団体、事

業者が集まって、連携を強化していきましょうと、いうようなことを

目的に行おうと。市社協の事務局から提案させて頂いたのが、取り組

み例ということで、災害を軽減する地域社会づくりをひとつテーマに

してやってみたらどうかということで、１日目は基調講演として、自

分たちが被災者になったらということで、その地域の色々な人達が集

まった中でお話を聞くとともに、実際過去に大地震等の被災にあった、

例えば中越ですとか、そちらの方から例えば実際そういった経験をさ

れた自治会長さん、民生委員さん、福祉施設の職員の方に来ていただ

いて、まだそういった経験をしていない小田原の同じ立場の人と意見

交換もしてみたらどうかといったような計画で今おります。 

２日目はそれを受けて図上訓練ということで、色々な立場の人が

色々グループを作りまして、自分たちの地域について確認をしていこ

うと、実際大地震が起きたらどうなってしまうのか、どういう対応が

できるのかを、それぞれの団体機関が集まってお互い同じテーブルで

話し合いましょうといったようなことを新たに計画しております。 

２ページ目に戻っていただいて、地区社協の予算関係ですが、最も

多いのが１００万円台です。主な歳入の内訳は、社協会費、小田原の

場合は一般会費一口２００円ですが、それを各地区社協で集めていた

だいております。各地区社協には、実際集まった額の５０％、半額を

活動費として市社協から交付しています。要は、各地区地域の世帯数

等に応じて金額の差が出ています。③役員ですが、役員の会長の就任

状況につきましては、ご覧のとおり５分類に分けました。単独の会長

は、実際他の団体の長を兼ねている場合もあると思いますが、ここで

言う単独は、あくまで自治会長と民生委員児童委員を兼ねていないと

いう視点での単独とさせていただいております。それが今非常に多く

なって２５地区中１１地区で単独の会長さんがなっています。冒頭申

し上げましたように、当初この地区社協というのは連合自治会を単位

として組織化をしておりましたので、最初の頃は連合会長さんが地区

社協の会長を兼ねるというのが非常に多かったのですが、今は連合会

長が兼ねているのはわずか５地区という形になっております。 

Ⅲとして、上記以外の自治会長ということで、要は地区の連合会長

ではない単位の自治会長さんが、地区社協の会長を兼ねているという

のが６地区。民生委員児童委員さんが兼ねているというのがご覧のと

おりで、やはり民生委員児童委員さんの方でも、地区の民協の会長さ

ん、偶然ここにいる下田委員さんですが、下田委員につきましては地
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区民協の会長であるとともに、地区社協の会長も兼ねているというこ

とでございます。そして、上記以外の普通の地区の会長ではない民生

委員児童委員さんというのが、２地区です。大変申し遅れましたけど

も、単独の会長１１名ということで今非常に増えております。これら

２５地区の地区社協の会長が集まって、主に情報交換をすることを目

的に、地区社協連絡協議会というのを設けて設置しておりますが、そ

こでもやはり正副会長というのを決めておりまして、今現在、その地

区社協の連絡協議会の会長ということで、この本委員会の酒匂副委員

長がこの小田原の２５地区の地区社協を束ねる長もやっていただいて

おります。 

３ページをご覧頂きまして、今度は役員構成ということで、会長も

含みますが、様々な団体が地区社協の役員、役員と言いましても、評

議員まで含みますけど、理事、監事、評議員等ということで就任して

おります。自治会長さんと民生委員さんにつきましては、２５という

ことで、全ての地区で就任をいただいております。多いのがボランテ

ィアさん、健康普及員さん、子育て関係、老人クラブ、子ども会以下

そのような形になっております。こうした中で、やはり地区社協活動

をこれから進めるための課題もいくつか見えております。これについ

ては資料のケアタウン構想に関する意見とも重なる部分もあります。

例えば、課題の１点目としましては、市社協から指定事業として行っ

ていただいております、在宅福祉サービスチーム活動、あるいは一人

暮らし高齢者等昼食会、サロン活動等については純粋な地区社協活動

としてその地区社協内で部会を設けるなどして確立されている地区も

ありますが、そうでない地区においては、地区社協の構成として当然

民生委員さんもおりますので、このような活動を民生委員児童委員さ

んにそのまま任せてしまうという傾向もありますので、こういった民

生委員児童委員さんに負担がかかる、ということとともに、地区社協

としての個性が薄れているというのも一部見受けられるのかなと思っ

ています。その関連で、民児協の事業、例えば子育てサロン等々と似

通う同性質の事業、活動について、やはり整理をする必要もあるのか

な、とも思っております。 

３点目といたしましては、老人クラブや子供会等の各種団体の構成

員が担い手不足ということで減少傾向にあります。将来的に現在の活

動が円滑に進められなくなってしまうということも危惧されておりま

す。多くの地区社協では、実情として事務拠点というのが確立されて

おりません。恐らく会長宅であるというのがほとんどであると思いま

す。一部の地区においては事務局等も設けまして、事務局と、事務局

を担当している役員さんが会長さんの他に別にいるという地区もあり
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ますが、運営を事務的に担うのも会長であるという地区が多いですね。

全てがそういう運営ではありませんので、今後、地域福祉活動を充

実させていくということであればやはり、現状で行きますと会長さん

個人やその家族の方に対しての負担が増してきているのかな、という

ことで、活動拠点、あるいは会長を補佐する役の体制の整備が必要と

感じております。 

次に、住民の共に支えあうという意識やボランティアとしての心の

希薄化。それからこれは市社協の問題でもありますが、社協への関心

の低さ。今後のことを考えますと、安定的で持続のある体制の強化充

実が求められているところでございます。 

それらを受けて将来の方向性ですが、地区社協という存在は今後の

地域福祉活動を進める上においては必要不可欠なものであるという認

識でございます。今申し上げました課題を解決するために、２点掲げ

ておりますが、これについては、地域福祉活動計画の中にも明記され

ているものです。地域福祉活動計画について先程９０５件の意見を頂

いたということでありますけれども、これは６地区で住民の方に集ま

っていただいて懇談会を開催しました。意見につきましても、言って

終わりというだけではなくて、意見を出したあとに、その懇談会に出

席された方が更に小グループに分かれて、手法的にはＫＪ法ですが、

ふせんに課題を整理して自分たちでこういった、我々の地区はこうい

った問題が顕著化しているのかな、とそういったことを認識も新たに

していただけたというような、懇談会の形式を取っておりまして、そ

の結果、９０５件のうち、３割弱の意見が地域社会の希薄化、地域社

会を今後充実させていくためには、やはり従来の活動または新しい展

開も必要であるというようなご意見もいただいております。 

それを受けてここに２点、地域福祉活動計画に明記した部分ですけ

ども、まず活動拠点の整備、というのを一つ挙げさせていただいてお

ります。この拠点は単に地区社協の事務処理的な機能になるのではな

くて、様々な活動展開、例えばその拠点で相談の窓口になるとか、サ

ロン活動を行うとか、そういうことによって住民交流の拠点となるこ

とも目指したい。これがハード面だとするともう一つ２番目はソフト

面で、地域福祉を推進する人材やその運営、地区社協の運営を事務的

に担う人材を幅広い分野から発掘養成する研修会の開催。これは昨年

度から地域福祉コーディネーター養成研修会という形で行っておりま

すけども、そういったものの充実もさらにしていきまして、今後の地

区社協活動の充実を目指していきたいというようなことでございま

す。 

４ページ目をおめくりいただきます。このケアタウン構想との関連
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ということで、最初に見ましたケアタウン構想の視点でもあります地

域における相談、交流の場のあり方という部分については、今申し上

げました方向性を進めることによってある程度実現は出来るのかなと

いうことで充分、市社協が目指している地域福祉活動計画において目

指している部分と、ケアタウン構想については、充分整合性があると

感じております。 

参考までに４ 地区ボランティアについて、その設立経緯と現状に

ついてまとめてみました。昭和５３年度にさかのぼりますが、２５地

区に全ての地区社協が設立された年です。当時、神奈川県知事さんが

提唱しておりました１０万人ボランティア運動というのがありまし

て、これを推進することによって、地区社協活動の活発化を図ってい

きましょうということです。具体的には、民生委員児童委員さんのお

手伝いをするボランティアとして、同委員１人について３人を目安に

ボランティアを募集したというのが始まりでございます。記録を見ま

すと当時約６３０人の参画を得たということです。それから時が流れ

て昭和５９年に小田原市内２５地区に全てのボランティアクラブが設

立されました。ですから、地区ボランティアクラブにつきましては、

ちょっと、少し毛色が変わったものとなっています。一般的にボラン

ティアと言いますと、活動する方の自発的な志からなりますが、地区

ボランティアクラブについては、市社協が音頭を取って各地区で組織

化をしてくださいということでお願いをしてきた経緯がございまし

た。ですから地区によってはボランティアという役職っぽいところも

あるのではないかと思います。従いまして、このきっかけとなった

１０万人ボランティア運動の流れから民生委員児童委員１人につき

３人のボランティア会員として構成されるというのも、現在でも、そ

れを踏襲している地区もありますし、あるいはそういったのはもう撤

廃して、純粋に地区ボランティアとして活動したいという方を公募し

てやられている地区もあると、いうようなことが現状でございます。 

地区ボランティアの一般的な活動例といたしましては、一人暮らし

高齢者等昼食会、援護が必要な高齢者宅への定期的な訪問、または敬

老会などの地区の行事のお手伝いとかをしております。また、その独

自の活動として、その地区内に福祉施設などの作業所とかある場合は、

そういった話し相手、また行事のお手伝い等をするほか、小田原市社

協の中にもボランティアセンターがありますので、そこに来た依頼を

地区ボランティアさんに対して、お願いする場合もあります。以上参

考までに地区ボランティアについての経緯を説明させていただきまし

た。 

最終６ページに２５地区毎の現在の地区社協の役員、評議員まで含
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めますが、構成の一覧が出ております。ご覧のとおり、本当に多岐に

わたる色々な団体の方の参画を得て、地区社協が運営されているとい

うのが現状でございます。以上です。 

○伊東委員長 ご説明いただきました内容について、ご質問等ございましたら、お

願いいたします。 

○時田委員 社会福祉法によれば、社協の組織は、その市なり地域に福祉活動を

行うものの過半数が参加をしなければならないと書いてあります。 

資料４の６ページ下欄の「福祉施設・団体」の内訳のところですが、

例えば特別養護老人ホームは１です。市内に所在する福祉施設あるい

は社会福祉を経営するもの、これは全体数でどの位ありますか。分か

らなければ結構です。 

○日比谷高齢介護課長 その件につきましては高齢介護課からお答えさせていただきます。

小田原市内で社会福祉法人が経営されている特別養護老人ホームの施

設数は６施設ございます。以上でございます。 

○時田委員 社会福祉を経営するものということですから、全体でどの位の数が

ありますか。直ちに数字が分からなければ、それで結構です。 

実は拠点の問題などもその施設に拠点を設けることはできると思い

ます。資料４の６ページを見ると、ただ、社協に参加してない。これ

は実は小田原の特色です。神奈川県下の社協の構成から見て、小田原

の社協っていうのはやっぱり異質です。酒匂会長いらっしゃるんだけ

れど、実はそういうことです。だから小田原市社協の中には経営者団

体の協議会もないし、施設を経営する人達の団体の組織もない。だか

ら、是非これは酒匂会長にお願いしたいのは、社協のもう一度組織化

をご検討いただきたいと思います。そして、是非その社会福祉を経営

する者たちに積極的に参加を呼び掛けていただきたい。そうすれば、

かなり地域に拠点は出来ると思います。これは長い小田原の歴史でご

ざいますので、酒匂会長の時代に出来た訳ではないので、色々とご検

討をいただければと思っております。 

○伊東委員長 他にご質問等はございますでしょうか。それでは、ないようでした

ら次に進めさせていただきたいと思います。 

 

（３）課題の整理 

○伊東委員長 次は、皆さんのフリーな意見を沢山頂きたいと思います。その前に、

先進事例等について事務局からご説明をお願いいたします。 

○事務局【田代上級主

査】 

それでは僭越ではございますが、皆様に事前にお配りした参考資料

及び本日卓上に置かせていただきました参考資料２につきまして、お

時間もないところでございますが、ご説明申し上げます。 

まず、参考として事前に送らせていただいたものでございますが、
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こちらは、国において市町村と国との協働による地域福祉の取組みに

ついて、地域福祉の取り組みを行う市町村は、応募してくださいとい

う通知でございます。国が示しました地域福祉モデルが分かりやすく

表示されてございますので、資料として付けさせていただきました。

なお、これは２月のものでございますが、小田原市はこの時点では参

加の考えが固めきれておりませんでしたので、小田原市は申請してご

ざいません。 

恐れ入りますが３ページをご覧下さい。地域福祉先進市町村につい

ての案ということでございます。上から順番にかいつまんでご説明い

たしますと、趣旨といたしまして市町村と国が協働して地域福祉推進

に取り組むため、モデル事業を実施してそれにご協力をいただければ、

ということで書いてございます。役割の１つ目でございますが、安心

生活創造事業、国のモデル事業の実施を市町村等で行ってくださいと

いうものでございます。３ 内容といたしましては、①基盤支援を必

要とする方々のニーズの把握、②漏れなくカバーされる体制を作る、

③安定的な地域の自主財源確保に取り組むというのが内容でございま

す。それらをイメージしたものが、次の４ イメージでございます。

５ 留意点でございますが、項目の２つ目に、実施主体は市町村です

が、ゾーン内の把握、見守る為の取り組みにつきましては、社会福祉

法人等に一部を委託することが出来るものでございます。 

次の項目でございますが、設定するゾーンの範囲は市町村が地域の

実情に応じて設定できることとする。国は中学校区単位を想定してご

ざいます。最後の項目でございますが、協力期間は３年間を基本とい

たしますが、活動の状況等により５年まで延長する場合もあるという

ことでございます。６ 今後のスケジュール案でございますが、現在

国の方で選定作業を終わり、該当市町村は準備を進めているところで

ございます。１枚おめくりいただきまして、安心生活創造事業の創設

について、４ページでございますが、真ん中ほどの四角の中でござい

ますが、事業の概要と案といたしまして、目的として、一人暮らし生

活世帯等への基盤整備、見守りと買物支援を行う等により、一人暮ら

し世帯等が地域で安心して暮らせるための必要な支援を行うというも

のでございます。３つの原則に①ニーズの把握、②カバーされる体制

づくり、③自主財源の確保につきましては、先程３ページの中程で申

し上げました３つの点と同じでございます。基盤整備の充実等につき

ましては、詳細になり、時間もないことでございますので、恐れ入り

ますが省略させていただきます。 

６ページをお開きください。安心生活創造事業の事業モデルとして、

国の方で示しましたモデルの一つが、こちらに出ております、「ひとり
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生活応援プラン」でございます。基本コンセプトとございまして、こ

れも先程申し上げました、３つの原則、基盤支援、見守りと、買物支

援を必要とする人のニーズを把握するため、訪問調査等を行いまして、

ニーズの把握を行うというものがまず１つ目でございます。２つ目で

ございますが、もれなくカバーされる体制をつくるため、地域に小地

域のゾーンを設定、中学校区単位を設定してございます。ゾーンを担

当する主任を常設し、訪問活動を行う訪問員を配置するものでござい

ます。３つ目として、このプランを支える安定的な地域の自主財源等

に取り組むため、これまで財源であった３つのポケット、公費、保険

料、利用料に加え、寄付や賛助会費による第４のポケットを充実して、

公費や利用料等を効果的に組み合わせて財源確保に取り組もうという

ものでございます。 

その下の「ひとり生活応援プラン」でございますが、これは今ほど

ご説明申し上げました３つのものを具体化して、重複するところがご

ざいますので、各それ以下の６、７ページの各項目については、恐れ

入りますが省略させていただきます。 

８ページ以降につきましては、先程概要をご説明いたしましたサー

ビス提供の流れ、財源の考え方、財源等のイメージにつきまして、図

や表を分かりやすく示してございますので、恐れ入りますが割愛させ

ていただければと存じます。以上で参考のご説明は終わらせていただ

きます。 

参考 ２に移りますが、第１回目の会議でもご説明いたしましたよ

うに先進的な取り組みと書いてございますが、こちらは小田原市の最

終的な目標とするところは、こういったことではなく、皆様のご議論

の参考といたしまして、他市町村では、他団体では、こういった取り

組みをしているということを、ご議論の参考としていただければとい

うことで、お示ししたものです。 

時間も無いことでございますので、表紙に５つの項目の概要がつい

てございますので、こちらの方をご覧ください。１つ目につきまして

は、三条市の見守りサービスでございますが、先程ご説明申し上げま

した国の地域福祉の推進についてということで、実際取り組みをして

いるところの、全国５０市町村の一つの取り組みで見守りサービス等

でございます。 

２つ目につきましては、町会とボランティアの協働で福祉活動を推

進しておりますというものでございます。３つ目、みんなの実家でご

ざいますが、これは子育ての拠点について、４つ目のふらっとステー

ション・ドリームにつきましては、高齢者等を含めた地域の交流拠点

につきまして、実施されているものでございます。最後は独居高齢者
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の生活支援ということで、つくば市で行われているものでございます。

非常に駆け足の説明になって恐縮でございますが、以上で説明を終わ

らせていただきます。他市町村でも先進的な取り組みが行われており

ますが、随時お示しできればと存じます。以上でございます。 

○伊東委員長 中村委員、３月まで厚労省にいらしたので、説明いただきました参

考資料のところで、補足などいかがでしょうか。 

○中村委員 実は私、この事業を担当しておりました。先程ポイントを押さえて

ご説明いただきましたので、付け加えることはないんですが、ご覧頂

きたいのは、８ページの下の図と１０ページの上の図です。 

１０ページの上の図で字が潰れていますが、この上の段のニーズと

か、地域にあるサービスって書いてあるところの真ん中の黒く潰れて

いるところは、｢市場サービス｣と書いてあります。これは説明させて

いただきたいんですけれども、今回非常に厚労省でも細かい分析をい

たしまして、地域で特に一人で暮らしている比較的元気な人、例えば

介護保険の要支援と非該当を行ったり来たりしているような人も含ま

れます。例えばそういう方々は、オムツを替えるという様な介護を必

要なわけではないけれども、困っていらっしゃる事はある。そういっ

た方々を視野に、生活にどういうものが必要なのかというのを、細か

く挙げたものを、カテゴリー別にしたものが、この左側の、四角がい

っぱい書いてある部分です。これはもう全て皆さん、そうだと思うよ、

というものだと思うんですけれども、改めて整理すると、こういうも

のになると。言いたいのは、下の方は頻度が高くて、上に行くほど頻

度が低いことです。一番下が基盤領域って書いてあるんです。細かい

字ですいませんけれども、これを今まで、自治会の方、民生委員の方、

行政の方、社協の方、保健師さんたち色々な方々が、「見守り」と、総

称していたもので、多分これは、全ての人に必要なものであろうとい

うことです。地域はユートピアではなく実は危険な面も持っている。

犯罪者に狙われるかもしれない等、実は気を抜くと怖いことが起こり

得る。そういう面もある地域の生活基盤、これは多分、見守りってい

う機能が一番大事で、それが一番下にあるのではないか。その上に、

ちょっとしたこと。ちょっとこのペットボトルの蓋が開かない、私の

握力では無理だっていうときに、息子を呼んで開けてもらうなど、何

かしている訳ですが。そういうのが、一人暮らしだといない。たかが

ペットボトルのお茶が開けられないということが起きる、このちょっ

としたことって言うのがかなり重要。更にその上にコチョコチョ書い

てある、日常生活領域って書いてあって、掃除、洗濯、布団干しと。

まあ、一般に家事援助って言われているものが入っていまして、これ

は皆さんがやっぱり生きていく上で必要だと思っているもの。この辺



 22

りまでは、かなりみんな、なければ生きていけないというもの。で、

その上に箱が三つありますけれども、移動、交流、日常外領域とあり

ますけれども。移動っていうのは、買物に行く、病院に行くときに外

に出ること。それから交流領域っていうのは、人はただ食う・寝るだ

けではありませんので、人との交流の中で情報交換もする、支えられ

るというところで、交流もあると。そして、家事援助の中に入ってい

るけれども実は大掃除とか、大きなものとか重たいものの買物、電化

製品を買うっていうようなことは、頻繁にあることじゃないので、こ

れは頻度が低いから外へ出してある。今回国の事業としては、一人暮

らしになっても、地域で安心して暮らせるということを目指したとき

には、なぜならば、今人口全世帯の半分がもう、一人暮らし、若しく

は２人世帯ということなので、この一番下の基盤領域と、日常生活領

域の、特に毎日必要な買物とか、食料品の買物とか、こういったこと

を手に入れ易くする環境を用意するんじゃないだろうかと考えたとい

うことです。右側にある、サービスっていうのは、福祉関係者はつい、

行政や住民の支えの活動の福祉活動だけでそれを満たそうという発想

を持つが、それは狭いと。既に市場サービスは、高齢者が増えてくる

ので、そこに狙いを定めてとサービスを発展させて来ています。高齢

者向けの宅配だとか、見守りも、お金を出せば使えるようなサービス

が増えてきている。実は高齢者は年金しかないので低所得者のように

思われがちだけれど、貯え、家、土地を持っていたりするので、実は

若い人よりも比較的生活安定していたりする人が多数いるということ

を考えても、市場サービスにあるものを活用する、その為の支援をし

っかり市町村も考えたら良いのではないかと、ことを言っているのが

この全体の絵です。 

あとの説明省きますが、８ページの下ですけれども、財源の考え方

として４つのポケットがあります。福祉を支える財源は４つだと。公

費、補助金委託金の公費。それから介護保険などの保険料。利用者か

らの利用料と寄付金等。この４つのポケットで福祉を支えているんだ

けれども、４つ目のポケットがちょっと小さすぎると。この４つ目の

ポケットの寄付金とか、賛助会費とかいうようなところを充実する方

法を、これから考えて欲しいということでいくつかの例を挙げていま

す。薄く広く集めるということで、何か重たいものを買うと、そのう

ち１円は地域の見守り活動に寄付されるというような、間接税的な寄

付の集め方というような、今までの意識のある人だけじゃなくて、思

わず買ったら寄付しちゃった、というような仕組みを地元で作れない

のでしょうかというような、いくつかの発想が入っています。 

ちなみに、８ページの下の図の「地域」って書いてある上から３つ
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目の丸に｢遺贈の受付を推進｣って書いてありますけれど、これは、親

族がなくて亡くなった方が財産残されると全部国庫に入るんですけれ

ど、これがどんどん伸びていまして、２３０億くらいあるらしいです

ね。それは国庫に入ると橋に変わるか何に変わるか分からないのです

が、福祉の立場に立つものとしては、地元の市に寄付するとか、市の

地域福祉応援ファンドに寄付して、私に続く一人暮らしの人、親族の

いない人が安心に暮らせるように、私のこの財産は残しますと、いう

ような道を、無理やり取り上げてはいけないですが、示すと。多分自

分のお金が何となく国庫に入っちゃうよりは、地元に名前が残って、

地元の役に立つということを願う方もいらっしゃるだろうから、そう

いうことについても、ちょっとまだ自治体のアンテナが低いので、少

し考えてみてはどうでしょうか、という提案があります。 

まあその他言いますと長くなります。以上ですけれども、少し国も、

今小田原が考えているような、地域を受け止めて、問題を逃さないで

最後まで安心で暮らせるということを応援しようと、いうことを考え

ております。以上です。 

○伊東委員長 貴重な情報ありがとうございました。それでは、酒匂副委員長。 

○酒匂副委員長 参考資料２についてですが、これ以外に事例がありますので、私の

方からご紹介をいたします。と申しますのは、先程私どもの職員秋山

から、地区社協の活動概要について説明がありましたけれども、この

中にもありますように、将来の方向性として、我々は活動拠点という

ものを非常に重要視しているわけです。そんな中で、活動拠点として

活動しているようないわゆる先進事例はないかと、こう思いまして伺

ったところが、今年の３月に行きましたが、横浜市瀬谷区南瀬谷、こ

こで類似したような拠点作りを行っている訳でございます。これは恐

らく国庫から補助金をもらっているという話を聞いたんですが、実は

私ども４０人で行きましたが、瀬谷区社会福祉協議会が運営元となっ

て、市営住宅の南台ハイツの一室、空室を活用して、ここに開所して

いる訳でございます。これは高齢者支援拠点という名称で、開設して

運営している訳でございますけれども、これ以外の事業にかなり展開

しています。どうしてですかと言われましたところが、実はこれ大き

な声では言えないかと思いますけれども、国の補助金を高齢者支援拠

点として受領していますんで、これがメインだという形でやっている

ようでございます。そこで、何をやっているかというのは勿論高齢者

の支援拠点でございますから、高齢者の福祉相談の窓口、施設情報の

発信、そして福祉活動の場、場作りですね。この三本柱を元に、昨年

１０月に開所して継続していると。運営はどうしているかというと、

協力者が２人、ボランティアですね、この方が常駐しておりまして、
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随時相談を受けていると、こういう内容でございます。相談の内容と

しては様々ございまして、一人暮らしの体調を崩したときの不安、日

常生活、こういうものを始め、簡単な、携帯電話の使い方が分からな

いとか、布団を買ったのだけれど、クーリングオフをどうしたら良い

かとか、こういう様々な相談まで受けていると、いうことでございま

す。そして４ヶ月間で、利用状況というのは、ちょっと聞いたのです

が、かなり多いもので、来所者が３２２人もいると。そして瀬谷区の

高齢者率はどの位ですかと聞きましたところ、２５％であるという訳

です。今、全国平均では約２０%と言われているようでございますけれ

ども、２５%は非常に高齢化率が高いですね。非常に拠点作りとして良

い参考になったなと思っています。以上でございます。 

○伊東委員長 それぞれの委員の方の発言を頂きたいと思っております。事前に送

っていただいた資料を見ていただいても、これは福祉のテーマじゃな

いなとか、これは法律を変えなければ無理だよなとかいう意見もたく

さんあったかとも思うのですが、特にそういうことは抜きにいろんな

発想をいただければと思います。これに関しては、後で事務局が整理

していただけますので、今日は本当、言いっぱなしという形で進めて

いきたいと思います。それぞれのお立場とか、専門性とか、地域性と

か、どういう背景でも結構ですので、ご意見をいただければと思いま

す。それでは、近藤匡委員、お願いいたします。 

○近藤匡委員 私は肢体障害者福祉会会長をやっています。委員として出ているの

はＮＰＯ法人の７団体の副理事長として出席しています。先程、時田

委員からお話があった資料３の障害者サポートセンターというのは、

所長がやっている業務です。先ほど時田委員さんからここに出席させ

たらと、言われまして、私、ドキッとしちゃいましたが、現場で携わ

っているのが、このサポートセンターの女性の方です。もし呼んでい

ただければ、幸いかと思います。 

もうひとつ、社協の話の中で気になったんですが、作業所が今現在、

確か９つありましたかね、それ以外私達の団体に含まれていない作業

所が３つ確かあるはずです。内々的にこの団体をこのＮＰＯで、ひと

まとめにならないか、という話が下話ですが出ています。社協を含め

ての団体になれば、幸いと思うのですが、そういう方向に進んでいま

す。以上です。 

○伊東委員長 他にはいかがでしょうか。近藤孫範委員、お願いいたします。 

○近藤孫範委員 前回６月には、公募市民という区分で出席させていただいたんです

が、良く分からない部分がありましたので、それから２ヶ月くらいの

間に、障害者サポートセンターの施設長さんにもお会いしてお話聞い

たり、あと養護学校の進路指導の先生とか、あとは老健で実際に働い
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てケアをしている、ヘルパーさんの話を聞いたりとか、まあ色々現場

で働いている方のお話を聞いて、実際私が関わっている、路上生活の

人の、抱えている問題と、ある部分共通している問題とかを、聞いて

いて感じました。 

現場で実際関わっている方や団体の方、団体の代表の方のお話を聞

くのは、とても良いことだなと思います。 

資料２の中で、ケアタウン構想という制度の枠を外したところで何

ができるかっていうところでは、医療をどのように位置づけるかにつ

いて、私は問題としていましたので、事例としてターミナルの、在宅

で見取りの場合とか、それを地域でどう支えるかについて、意見とし

て出させていただきました。 

資料１－３に、薬剤師会からは意見の聴取がありますが、医師会か

ら全く意見収集がないですけれども、これは団体として、医師会とか、

そういうものには依頼はしてなかったのですか。 

○事務局（湯川補佐） 健康づくり課を通じて、歯科医師会、医師会、薬剤師会等にご依頼

いたしましたが、現時点でご回答いただいたのは、薬剤師会というこ

とでご理解いただければと思います。 

○近藤孫範委員 委員会のメンバーに、医療関係の方、特に医師会、病院、市立病院

ではなくて、地域で医療を関わっている特に在宅の関わりを持ってい

るお医者さんというかな、そういう方がこの委員に入ってないってい

うのはおかしいなと思いますので、委員に医療関係者が、入れ替えで

はなく、加わることは有り得ないのでしょうか。 

○清水福祉健康部長 最後にご相談をさせていただこうと思ったんですけれども、先程時

田委員からもお話がございました。近藤匡委員も呼んだほうが良いと

か、近藤孫範委員から医師会の関係がありましたけれど、医師会長は、

来週、私のところに他の用事もあってお見えになります。医師会は、

一昨日に、歯科医師会の会長も見えましたので、ちょっとお話して、

医師会、歯科医師会その他障害者の団体、その他母子寡婦福祉会とか

色々福祉の関係団体がございます。こちらである程度意見が出ていま

すけれども、そういった代表の方の意見、時田委員も入られている社

会福祉法人経営者協議会、そういった大所高所に立った方の意見もで

きたらこちらの方に活かしたいな、という風に思っています。これは

委員長さんが呼んだほうが良いのか、あるいは行政で呼んだ方が良い

のかその辺のお話を最後にさせていただこうかな、と思ったんですけ

れど、今色んな方からご意見が出ましたので、もし差し支えなければ、

ちょっと審議の途中で恐縮ですけれども、そういった意見聴取を、行

政でやるのが良いのか、委員長さんの方が良いのか、お諮りいただけ

れば大変ありがたいなと。いずれにしても、何らかの形で、各会の代
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表の意見を、このケアタウン構想の参考の意見として入れさせていた

だきたいな、という風には考えておりますので、その辺をお諮りいた

だければ有難いと思います。 

○伊東委員長 近藤孫範委員が言っていたのは、委員としてという参画の話だと。 

○事務局（川久保次長） できましたら今部長が申し上げましたとおり、意見交換ではないん

ですが、そういう場を設定させていただいて、そこで意見を聞いて、

調整するものについては取り入れ、再度ご協議いただくということで、

よろしければお願いしたいと思います。 

○伊東委員長 今のお話ですと、委員ではなくて、参考に入っていただくと。 

○事務局（川久保次長） 今お手元にないと思いますが、設置要綱第５条第３項で、「委員会は

必要があると認めるときは、議事に関係のある者に出席を求め、その

意見及び説明を聴くことができる。」と規定をしてございますので、

そのように調整をしていただければと思います。 

○伊東委員長 近藤孫範委員の言っている内容は、もう少し委員として責任を持っ

た参加だと思うのですが。 

○近藤孫範委員 設置要綱をきちんと読んでこなかったので、多分それはこの期に及

んで無理なのかなとは思っていますけれども。 

○伊東委員長 参考で来ていただくという程度でよろしいですか。 

○近藤孫範委員 そうですね、それが一度ならず二度とか、そういう形であれば。是

非医療関係者の、ケアタウンに対する、特に在宅をどういう風に取り

組んでいくのかということについては、是非ここでの議論の中に、加

えていただきたいなと思っています。 

○伊東委員長 それでは整理しますと、医師会の方とか、先程時田委員が言ってい

ただいた方、必要な方に来ていただいて、お話を聞かせていただくと、

そのようなことでよろしいでしょうか。 

○清水福祉健康部長 皆さん本当に忙しい方で、特にお医者さんは今インフルエンザでガ

タガタ私の方もやっているので、なかなか時間をとるのが難しいです

ね。だから、出来たら集約的に、皆さんに集まってもらって、意見を

聴取するという方策もありますし、一人ひとり呼ぶというのは、日程

的に不可能だと思います。だからある程度、各会の代表の方を集めて

いただいて意見を聞くというやり方の方が、この日程をまとめる上で

合理的なのかな、という風に考えています。だから、その集めるのを、

その行政サイドが良いのか、委員長名で集めていただくのが良いのか。

その辺を皆さんに、お諮りしていただきたい。 

○伊東委員長 委員長名でそういう方々に集まっていただいて、この日程とは別の

臨時の委員会を開催するという感じになりますか。 

○清水福祉健康部長 それでもいいですし、別でも結構ですが、それは委員の皆様でお決

めいただきたいと存じます。 
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○伊東委員長 なかなかお忙しい人達を集めるとなると、日程調整が難しいという

お話だったかと思うのですが。既に３回目、４回目の日時が決まって

おりますが、それに合わせて来て下さい、というのは、ちょっと乱暴

すぎるのではないかという感じがいたします。 

○加藤委員 医師会の方の意見を聞くっていうのは、ちょっと飛んでいるのでは

ないかと思います。近藤孫範委員さんから、地域医療の在宅というそ

の辺のところをかなり重視されているっていう提案があるわけですよ

ね。それで当然、医者の意見は必要だっていうことでしょうけれど。

ただケアタウンっていうのはそもそもどこの範囲でやるのかっていう

ところが、まだ、煮詰まってないじゃないですか。そういうところが

まだ決まってない中でお医者さんの意見を聞くというのはどうなのか

な。あるいは逆にもう少しお医者さんにはこういったところを聞きた

いっていうところがあったら、そういうのをまとめた上で別機会でも

聞いてもらっても良いと思います。ここに出てこられなくてもね。 

○近藤孫範委員 加藤委員がおっしゃったとおりで、私はこのケアタウンに対する考

え方の一つとして、医療も加えた中で、ケアタウンを考えた方が良い

というのが、私の個人的な意見です。これは皆さんにお諮りして、そ

れが不適切、もっと本来の、従来の福祉の中でケアタウンを考えると

いうことであれば、それは皆さんの考え方だと思いますので。それを

諮っていただきたいと思います。 

○伊東委員長 そうしましたらちょっと、お話を聞くというところで、医療だけに、

ドクターの話だけに特化してご相談させていただきたいと思います。

近藤孫範委員からお話がありましたように、医師会の方にここに来て

いただいてお話を聞く、という場面があっても良いんではないかな、

というご意見であります。加藤委員からは、もうちょっと煮詰まって

からでも良いのではないか、ということだったと思うんですが。皆さ

ん他にご意見はいかがでしょうか。下田委員、お願いいたします。 

○下田委員 近藤孫範委員さんのお話で、それは必要なことかなと思いますが、

私の地区では少し走り出している部分がありまして、お医者さんを呼

んでいます。子育てサロンですが、その中で小児科の先生に「診察は

しませんが、相談だけにしてください。」と来ていただいています。

診察ですと、例えばインフルエンザの人が来てしまうと、みんなに広

がりますので、これはもう駄目だと。だから、とにかく相談。例えば、

うちの子はこういうのが嫌いで困っているけどどうすればいいか、夜

泣きがするとか、まあそういう相談をしてくださいということで、サ

ロンの開催日には小児科のお医者さんに来ていただいています。それ

からこの前歯科医師さんにもお話をして、来てくれるかと言ったら、

ああいいよ、呼んでくれればすぐ来るよということですので。具体的、
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常に話は具体的になっていく、いかなきゃいけないんですが、その中

でやはり非常に可能性があるところだろう思います。あとこれから内

科の先生を口説こうかなと思っていますけれども。まあいらしていた

だけるかな、という気がしています。以上です。 

○伊東委員長 時間がないので整理させていただきますと、本当に障害と医療って

関わっていますよね。例えば私の専門の精神障害だと、精神科の医療

っていうのが必ず関わっています。そういうことを考えると、何科の

先生に来ていただくかっていうことも、非常に重要なことだと思いま

すので、議論が煮詰まってきたところでどういうことをどういう風に

聞きたいかということが整理されてからお願いする、ということでい

かがでしょうか。よろしいでしょうか。ではそのようなかたちで、少

しこの中での議論が整理され、また、事務局とのやりとりが整理され

たところで、お諮りするようなかたちにしたいと思います。事務局そ

れでよろしいでしょうか。 

○事務局（川久保次長） はい、結構でございます。 

○伊東委員長 では、ちょっと戻りまして、どんな意見でも結構です。木村委員お

願いいたします。 

○木村委員 私も自治会長で、小田原市の総連合の方もやっておりますが、資料３の

ケアタウン構想に関する主な意見の中の担い手、私も富水地区の中で、

加藤市長が提唱されています、まちづくり検討委員会、その委員長を

やっていますが、その中でも、今やっている事業をこれから何十年先

続けていこうよと、ということはケアタウンのこの担い手にも関わっ

てくることだと思うのですが、担い手が少ないというのは事実です。

ですから、自治会長を何１０年もやっている人もいれば、民生委員を

１０年、１５年やっている人もいる。というような形で、なかなか新

しい人が出てこないと、それでまあこのケアタウン構想もそうだし、

社協が進めている、地域福祉活動計画もそう、やはり担い手がいない

ということが、どこの地区でも一番困っていることです。ですから、

ケアタウン、これでまあ地域の住民が関わってくるということになっ

てくると、ここでまた一つ問題が出てきて、その担い手をどうするの

だと。今やっている人がもう七十過ぎだというような現状がどこの自

治会なり、いろいろなボランティアの人にもその傾向がもう出ている

と。敬老会を担う方の人間も、もうすでに敬老会に入っていると、い

うような状況でやっているのが現状ですよ。ですからやっぱり、こう

いうケアタウン構想、確かにそれはいいですけど、やはり地域の代表

として来ているとなると、やはりその辺をちゃんとカバーしない限り

は、いくらこのいいことをやろうとなっても、担い手がいないという

ことになってくると、やはり尻切れトンボじゃないのかなと。だから
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やはりまちづくり検討委員会の中でも今の事業を続けていくのがもう

精一杯であると、新しいものを取り入れようなんていう余裕はないよ

と。ですから地域では一人暮らしの昼食会もやっている、それをこれ

から１０年先、１５年先やっていくにはどうしたらよいのだろうと、

いうのがやはり会議の話題になっちゃいます。だからやっぱり新しい

人を、団塊の世代が大勢いるからどんどん取り込めよといってもそう

簡単には中に入ってこないと、いう形でやはり地域として、やはり小

田原２５地区の方をどうすんだと思うのですけど。やはりその辺が一

つのネックであるというのが現状でございます。 

○伊東委員長 他にはいかがでしょうか。脇委員お願いいたします。 

○脇委員 相談、交流の場ですね。あの確かに誰もがこういうことが出来て、

気軽に相談できる場というのは必要だと思うのですけども、私は高齢

者の相談を受けております、包括支援センターの１人として活動して

いると、確かに交流の場で地区社協がサロン活動をやられていたり、

介護予防を目的として市がいろいろな事業を展開していたり、まあ包

括支援センターもその相談窓口の一つとしてあるのですけども、実際

には高齢者はそこに行くことが出来ない、足がない人がほとんどで、

特に介護予防の、要支援にならない要介護にならないような施策があ

っても事業に結びついていない、というのが多いです。我々も来訪さ

れて相談を受けるよりも、まず、電話で簡単な相談を受けて、じゃあ

これからお伺いします、というのがほとんどですので、高齢者の足と

いうのも考えたところで、今後話し合いをしていけたらなあと思って

います。 

○加藤委員 時間が無い様なので私の方から。担い手ということで木村委員のほ

うでありましたのですけど、これ無責任のようなのですけども、やっ

ぱり、担い手としてはですね前期高齢者の方をどんどん活用されると

いうか、していただきたいなと。ただやっぱり地域で今後増えてくる

ということで、やられた方がいいのではないかと思いますのと、もう

一つは当事者ですよね。当事者の方からどんどん関係しなければいけ

ないなと。箕輪委員さんなら、例えば子育ての関係とかね、自分から

そっちの方に加わる、私はアンケートに書きましたけれども、小学校

と中学校の子どもがいるのですが、そこでの行事にはボランティアと

して参加しています。小学校でも「おやじの会」というのが出来まし

たので、校庭の階段の掃除ですとか、そのようなことをやってきまし

たけども、やっぱり、自分の関わる範囲でちょっと活動の場を広げる

しかないのかなというふうに最近思うようになってきて、その二つで

すね。あとですね、ケアタウンというのが未だにピンとこないところ

がありまして、アンケートにもありましたね、よくわからないと。あ
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まりに範囲が広いというか全体を網羅しているのですね。この１年間

で本当に結果が出るのか、落とし所がどうなっているのか、本当に気

になってしまうのがあるのですけれども、いろいろ今日も社協さんの

話しを聞くと、小田原市もいろいろやっていることがだんだん分かっ

てきました。時田先生も話されていますが、本当に拠点とか、みんな

制度も施設もみんなあるのだと思うのですね、サービスもね。その通

りちゃんと機能していれば、ぜんぜん問題ないのはないかと思うので、

その辺のところをしっかりやれていればいいということで、逆にどこ

かボトルネックというのですか、制約がどこかにあるのかな、そうい

ったところだけしっかりやっておけば、これだけ資源が揃っているの

だから出来るのではないかというふうに感じています。以上です。 

○時田委員 例えば小田原サポートセンターのご意見を伺うとそういう機会を設

ける。例えば次の会議の冒頭でご説明いただいても良い訳ですから、

それを会議でまとめてほしいとご提案をしている訳ですから、まとめ

てくださいよ。 

今、加藤委員さんおっしゃったように問題が無いかというとそれぞ

れがバラバラなのですよ。要は。団体にしても、皆、一生懸命活動し

ていらっしゃると。だけどそれがみんなバラバラ。今必要なことはや

っぱりコラボレーションがきちっとまとめるという機能がないですよ

ね。要は。だから、それぞれの計画をすり合わせる場もない。ここに

問題がある訳なので、ですから、幸いにこういう会議をお持ちいただ

いたのでね、こういうところを活かして、そういうひとつ横断的にま

とめていく機能というものを、これはやっぱり行政が当然リーダーシ

ップを発揮しないといけないと思いますし、それぞれの団体の協力を

いただかないといけないのですが、そういう気運はもう、まさに出来

ているのだろうと思うのですね。そういう意味で呼びかけて、積極的

にご賛同いただく、あるいは活動に参加してもらう、こういうそのむ

しろ前向きにきちんとこの問題進めていかれたらどうかと思います

よ。これは行政に対しての私の意見です。 

○箕輪委員 本当に基本的なところを理解していないなという部分が多いので、

質問を交えながらになります。先ほどの社会福祉協議会さんの加入者

の団体組織の内訳というのを見て、自治会とどこが違うのかな、とい

うのが、第一印象でした。そうすると、自治会の係になると往々にし

て、社会福祉協議会のほうも係をやらなくてはいけないという、何か

ひとつ受けると雪崩のようにいろんな役がついてくる。それだけ、も

のすごい数の組織があるのではというのが、漠然とした私の印象です。

それに伴い担い手がいない、例えば子供でいいますと、子ども会の参

加人数が少ないと、色々出ていましたけれど、子ども会に入れるのは
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小学校入学からだと思います。逆に言うと生まれてから６歳、小学校

入学までは、地域に取り残されてしまいがちではないのかなと思いま

した。小学校入学までは自分から行かない限り、地域との関わりを見

つけにくいですね。その部分、民生委員さんが、地区でやってくださ

っている子育てサークルもあります。しかし、初めて参加する時は一

人で勇気を振り絞って、日程を合わせてがんばって、行かない限り参

加できないですよね。 

この大量の資料の中にひとつ、これはすてきだなと思った意見で、

民生委員さんに新生児の訪問をお願いしたいと書いてあったのを見つ

けました。特に転居をしてきた方、地元でも新たに生活するとなると、

新しい土地になってしまうと思います。そういうところで、突然知ら

ない人が尋ねられるのも困ると思います。そこで地区のお世話係の民

生委員です、といって、赤ちゃん生まれておめでとう、と、こういう

会もあるから良かったら来て下さいねというように、何かこう地域の

人が、自分ががんばらなくても見てくれている、そういう関わりが持

てたら、うれしいなというのを感じました。 

本当に組織が沢山あって、民生委員さんが赤ちゃんから大人まで気

を配るというのは、本当に大変だと思います。できればもっと仕事を

明確化して、組織をフラットにしていっていただければよいのかなと。

フラットにすれば横のつながりができやすいのかと思います。また、

地域の仕事で役ばかりがつくと、組織に入りにくく、受けにくいと思

います。実は私は、自治会長の顔も恥ずかしながら知らないようなの

が現状なので、自治会ってどこに言えばいいのかわからないです。現

在、自治会に加入することは、特に強制もされてないですし、市役所

に転居を届け出ても、手続きして終わりなので、自治会という組織を

もっと広めていただいて、小田原は災害、特に地震については表に出

なくても常に気にしなくてはならない課題だと思います。ですから、

いざという時のためにも、自治会加入をちょっと考えてください、と

いうのがあるといいのかなと思いました。 

○松原委員 私は保育所の施設長として、仕事をしておりますけれど、資料をざ

っと見ると、やはり高齢者のことが多いなということが、第一印象で

した。子育てや待機児童のこともほとんど書いてなかったので、ちょ

っとほっとしています。子育ての部分で載っているのも、相談する場

所や遊ばせる場所がないとか、何かこんなことをして欲しいとかいう

のは、全てさっきいったように既にやっているんですね。実際そうい

う窓口、事業は展開されているんです。そして先ほど地域包括支援セ

ンターの脇委員からもありましたけれど、包括センターというのも、

高齢者のいわゆるなんでも相談、よろず屋のような機能を有しており
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ますので、それぞれのポジションで、ほぼカバーできているんだとい

う理解をしています。 

資料のまとめられた自由意見に、拠点がやはり少ない、すぐ容易に

その拠点まで行くことができない、もっと小まめに枝葉末節というか

末端まで行き渡ってないような感じがしました。 

従って、社協からの説明もありましたけれども、これから拠点作り

をしていかなければいけないと感じました。ケアタウン構想において

も、やはりケアタウンの拠点作りをこれからしていくのが課題なのか

なと思います。市内の分け方には色々、連合自治会単位もありますけ

れど、やはり単位自治会に１箇所くらい、子育て、障害、高齢者や何

でも相談できるような拠点があればいいのかな、と思いました。箱物、

ハード作りは色々大変お金、資源もかかることですので、大変かと思

いますが、今既存の民間等々の社会福祉施設とか、あるいは空き教室、

空き家とか、いろんな活用の仕方があると思います。横断的に拠点作

りをしていくと、末端まで行き渡るような、市長の考えていられるよ

うな、ケアタウン構想が実現するのかなと思います。 

○下田委員 箕輪委員さんのお話の中に具体的なところに踏み込めるかなと思っ

て、ご質問ですが、私たちが一番困っているのは、子育てしている年

代、それから新生児のデータがつかみにくい、どこに子供さんが生ま

れているのか、どこに小さい子がいるのかというのが中々分かりづら

いので、実は非常に困っています。例えば、早川では、「ぽっかぽか」

と、「あいこ」と、子育てサロン「ひだまり」という３つの子育てグル

ープがあります。全体では数十人のメンバーになるのですが、データ

がつかみにくい。箕輪委員さんのお話だと、どうして行ったらいいか

わからない、来る方の中にはマロニエで見ましたといって、早川まで

来る人がいます。大変だと思うのですが、現実はそういうことがあり

ますね。ですから、どういう風にされたら一番いいかなという箕輪委

員さんのお考えなりをちょっと聞かせていただけたらと思います。 

○箕輪委員 小田原市では、保健センターでの健診等で人数の把握等は全部され

ていると思います。出産後、助産師さんが希望者の家には訪問してく

れるというサービスも受けました。 

乳児の４ヶ月健診は必ず公的に受けなくてはならないので、どの地

区にどのくらい子供がいるという基本的なデータは、保健センターで

持っていると思われます。ただ、それは出せるものなのかどうかは、

わかりません。 

保健センターでは妊婦を対象に色々な催しをしてくださっていま

す。そこで友達になったという場合もありますし、保健センターで生

まれたらこういうところもあるから行ってみてね、と教えていただい
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たこともあります。 

また、私が小さい時のことなのでうろ覚えですが、生まれ育った他

の土地では、子供が生まれると町内会でお祝い金が出たり、亡くなる

とその訃報が回ったり、香典が出る等のことがあった記憶があります。

要は、各家庭の家族構成を町内会が知っていました。 

私の子供時代なので古いですが、今はこの手の話はよく言われる個

人情報で、どこまで行き渡るかは分かりません。しかし、昔はそうい

うつながりなりは、持っていました。実際、本当に近くにいる人って、

私自身もわからないということは多いです。この意見の中の「民生委

員さんに新生児の訪問をお願いしたい」というのは、地域に迎え入れ

てくれる歓迎の意味と子供の人数把握につながる可能性はあると思い

ます。ただし、多分保健センターと民生委員さんとうまく対応ができ

ていれば、訪問を受ける側の問題もあるとは思います。 

○伊東委員長 情報共有、個人情報それから拒否の問題と、たくさん出てきたと思

います。中村委員、ご意見などいかがですか。 

○中村委員 意見の列挙されている資料を見て、おもしろいなあと思っていまし

た。そのまま全部載せていただいたのがすごく良く、行政にしては珍

しいように感じましたがどうでしょうか。その点で非常にちょっと学

生にも読ませたいななんて思いました。ここに出ている声は、あがっ

ては浮き、あがっては浮き又出てきたかという状態だというのは皆さ

んおっしゃっている、ということはやっぱりこれまで正面から受け止

めてこなかったということについて今回受け止めるということで、こ

れは、すばらしいなということがひとつです。 

資料を読みましての感想と今伺っていて思ったこともアトランダム

に順不同に申し上げますけれども、まず、ひとつに拠点が必要だとい

うことについては、もう議論の余地がない。これはもう常設だと。と

きどき借りるとかあったり無かったりするのではなくて、いつも気に

なってあそこにあるなと子育て中のお母さんがわかっていて、もう無

理だ私と思った時に飛び込める、いつでも開いているという拠点が必

要で、それはぼろくても何でもとにかく必要で、それはきめ細かくい

ろんなところにあることが必要で、それは住民がやっているというだ

けではなくて、保健師さんだったり、社協だったり、いろいろなコー

ディネーターだったりが、こう出入りして情報がちゃんと行政なり民

生委員につながるようになっていると、とにかくそれは豪華版じゃな

くてもいいから、小田原方式で欲しい。これがまあひとつと。 

もうひとつは読んでいて、やっぱり民生委員さんが、相当やってい

らして、負担感を訴えていらして、しかし、負担を訴えては民生委員

はいけないと思っているようで、抑圧もかかっていて、言い聞かせな
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がら非常に悩んでいらっしゃるのが非常によく分かって、そうすると

ですね、やはり新しい層の人が開拓できてないので、やるべきことが

みんな自治会や民生委員にかぶっていくということを小田原方式では

なんとかしなくてはいけないと。するとエリアボランティアというよ

うな形で新しく一定の小地域全体で困っている人を助けようと、有志

を募るということがひとつ必要で、民生委員さんや自治会や既存の団

体はそれを応援すると、有志でそれに参加してもいいですけど、義務

としてそこの役職にくっつくという方式はだんだん脱していったほう

がいいのではないかなということです。 

もうひとつは、どうも切り口として新しい活動がないと新しい活動

者も出てこないのではないか。今までの一人暮らし高齢者等昼食会と

かそういうところだとなかなか新しい層を開拓するのがゆっくりで、

より新しい層を取り込んでいくというところで新しい活動が必要で、

子育て支援にヒントがありそうだなと思いました。要はお年よりの会

に混ぜていくというよりは、どうも子育て中のお母さんたちの悩みと

いうのは、出にくいようなので、個人の資質問題にされて、昔から女

がやってきたんだとか言われてですね、こもりやすいので、子育ての

人たちがしょっちゅう仲間で集まって子育てをお互いに出来るよう

な、こう拠点に集まるような空気があって、そこに精神の障害や知的

の障害や身体のかた、それから認知症のかたなんかも混じってくると。

発想を逆にして、そうするとその若いお母さんたちと地域のつながり

もできるし、ということで少しこう別の発想で、地域の活動作ってい

って、それを自治会、民生委員さん応援して、バックアップしてあげ

るというような形にしていくいいのかなというようなことを思いまし

た。 

それからもうひとつ、この中で、お一人かお二人の方が書いていら

したのですけど、ボランティアとかそういうものではなくても、例え

ばある映画監督は、近所の奥さんに個人的にお金を払って、家政婦さ

んみたいに来てもらって、身のまわりのことをしてもらっているそう

なのですけど、そういうようなこと、つまり個人的にちゃんとお金を

払って頼むための関係の仲立ちをするようなこと、子育て中のお母さ

んが日中の動けるほんの二時間ぐらいだけ、その地域の人にアルバイ

トみたいな形で仕事を提供するという、まあ、シルバー人材センター

の若い人版みたいな世界もあるかもしれないので、やわらか頭の小田

原方式というのを少し考えていけるといいのかなと思いました。以上

です。 

○酒匂副委員長 もう皆さんがすでにいろいろな課題、問題そしてこのようにあった

らいいのではないかというような視点からいろいろご意見いただきま
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して、私もその中のひとつでございますけども、私は地区社協の会長

として、地域の福祉活動には、一応、活躍しております。その中で、

やはり今後このような方向でいったらなおケアがベターになるのでは

ないかとこのように感じたことが一、二点ございます。 

皆様から出ておりますけれども、まず、地域福祉コーディネーター

役。我々はこういっているのですが、これを総じてコーディネーター

役、こういうものの育成が必要ではないかなと思っています。という

のは私も会長、地区社協の会長というのは一人で、あとの構成員は自

治会長や民生委員、ボランティア、それぞれ団体が団体の使命を持っ

てやっているわけです。そんな中でやっていますので、会長が、例え

ば任期満了でお辞めになったという場合にはその事業がうまくつなが

っていかないケースも非常にあるわけでございます。そんな中で福祉

コーディネーターがいらっしゃれば、その方は有時限でなく、継続し

てやってもらえる。こういう方がいれば、活動も継続して、なお活発

化していくのではないのかなとこう思っています。そんな中でコーデ

ィネーター役の育成、こういうことも必要でなかろうかと思っていま

す。 

もう一点は、先程来いわれております地域活動の拠点の整備、確保

でございます。今、地区社協会長の自宅でほとんどやっていますけど

も、これが大変でございます。そんな中で、やはり拠点作り、これハ

ード面でございますけども、ケアタウン構想も必要、そして地区社協

も必要、そして、今、小田原市でやっている地域コミュニティ検討委

員会ありますけど、これも必要。そういう中で、ひとつ整合性を持っ

て、お互いに共存し合いながらできるような場作り、場の確保。いわ

ゆるハード面ですが、こういうのをしていただけたらいいかなとこう

思っています。その中のソフト面でございますが、このソフト面はい

ろいろございますから、それぞれその時にお考えになってやる、こう

したケースもあろうかと思っています。そんなことで、まず拠点作り

とコーディネーター役の育成、こういうことが、今後ケアタウンにつ

いても、まずなくてはならないかなと思っています。 

もう一点、時田委員さんから先ほどご指摘がありましたけども、各

種団体の連携ですが、連携はさきほど委員さんの方から出ましたよう

に、社会福祉協議会、地区社協は、各種団体多いところは２３団体ぐ

らい入っていますけども、こういう構成でなっておりますので、これ

がばらばらの活動をしているわけではなくて、それぞれの活動もあり

ますけど、それに乗せて、そして、社会福祉協議会の地域福祉活動計

画の中の活動もお互いの団体が共有しあいながら、連携をして行って

います。ですから、何年か前の姿と今の姿は全くというほど違ってい
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るではないかなと私は思っております。そんな中で今後についても、

さらなる連携を深めていく予定でございますけども、そんなことを感

じましたので、終わりに簡単でございますけども、一言申し上げるも

のでございます。 

○伊東委員長 それでは、フリーにご意見をいただくというところは時間を過ぎて

しまいましたので、終わりにしたいと思います。 

次の課題といいますか、次のご意見を聞かせいただきたいのは、先

ほど加藤委員からもお話しがありました、この柱立て、視点の問題で

す。８項目、８分類で整理をさせていただいたのですが、この辺につ

いてご意見があればいかがでしょうか。加藤委員いかがですか。 

○加藤委員 この切り口は、おそらく事務局がこういった筋でまとめていきたい

なというのがあると思うんですよ。 

だからそれはそれで尊重したいというのはあるんですが、そうなって

くると子供とか障害者とか高齢者とかの利用者さんサイドのニーズが

本当にわかりにくく、隠れてしまうので、当事者的な分類も加えてほ

しいと思いました。 

○伊東委員長 事務局へお願いというかたちでこの議論は終わりにしようかなと思

うのですが、加藤委員からの高齢者、障害者、子育てというニーズで

の再考、見方を、もう一度整理をしていただけると言うことですね。 

○事務局【川久保次長】 はい、整理をさせていただきます。 

○伊東委員長 次に、先ほど時田委員からのご発案で、障害者サポートセンターの

方にこちらに来ていただいて、意見を聞いたらどうかということで、

次回にでも来ていただくのが、一番いいのではと思いますが、いかが

でしょうか。よろしいでしょうか。事務局の方よろしいでしょうか。 

○事務局【川久保次長】 はい、それでは団体にお願いをいたしまして、３回目の日程が９月

２７日、時間もこの後また次回以降の会議の予定をご説明申し上げま

すが、その日程でご調整いただければと思いますが、また改めて、ご

相談をさせていただきます。 

○伊東委員長 では、そのようにしていきたいと思います。 

 

（４）その他 

○伊東委員長 次に、次回以降の日程等につきまして、事務局からご説明お願いい

たします。 

○事務局【湯川補佐】 それでは第３回目以降の会議日程につきまして、ご説明いたします。

既に各委員の皆様には５回目までの日程についてはご送付させていた

だいたところですが、もう一度確認をさせていただきます。 

第３回目が、９月２７日、日曜日、午後３時から５時までです。 

第４回目が、１０月２４日、土曜日、午後３時から５時までです。 
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第５回目が、１１月２８日、土曜日、午後３時から５時までです。 

会場はすべて本日と同じ３階の全員協議会室でございますので、よろ

しくお願いいたします。 

なお、第６回目、最終回の会議につきましては、また別途調整をさ

せていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○伊東委員長 非常にタイトなスケジュールというような感じでございます。本日

の会議は終了していきたいと思うのですが、委員の皆さん、ここでな

にかこれだけは伝えておきたいとか、ご連絡したいとかというものが

ございますでしょうか。 

○近藤匡委員 私事で申し訳ないのですが、９月２７日の会議が、神奈川県障害者

連合会の大会に当たって、会長なもので、どうしても行かなければな

らないので、９月２７日の会議は欠席させていただきます。 

○伊東委員長 他はよろしいでしょうか。 

○清水福祉健康部長 今新聞紙上を賑わせている新型インフルエンザの関係、皆さんにお

知らせだけさせていただきたいと思います。実は、市内では今、松原

委員もいらっしゃいますけれども、保育園で３園の児童さんが出てい

ます。それから、小・中学生もこれは熱海で任意の団体に加入して、

インフルエンザに感染したのですが、小・中学生にも発症しています

し、市内の高校も７人ぐらいは発症しだいぶ蔓延しております。小田

原はまだ他市に比べて非常に少ないということで私も県に自慢してき

たばかりでしたが、ここ２～３日で大分発生しまして、昨日、市でも

感染防止会議を行いました。市議会議員さんとか報道各社には発表さ

せていただいたのですけども、今、一番騒がれている妊婦さんだとか

乳幼児、こちらは来週から保健師が回りますので、そういった時に、

注意喚起をさらに進めるとか、さまざまな対策をやらせていただきま

す。特に、皆さんいろいろな施設をお持ちでございまして、その施設

の代表職にございます。そして、社会的弱者の方もいっぱいいらっし

ゃいますので、その辺の注意を、職員、あるいは来ている家族の方で

すね、その辺を徹底していただきたいなと思います。やはり、先生あ

たりに聞くと、タミフルよりも手洗いやうがいの励行が一番だという

ふうに聞いていますので、その辺、特に松原先生のところは子供たち

にはですね、十分やっていただきたいなというふうに思っています。

また、近藤匡委員、時田委員のところも社会的弱者の人がいらっしゃ

いますので、是非その辺はよろしくお願いしたいと思います。市内に

は出ないように私も行政としてできるところは頑張りたいと思います

ので、是非よろしくお願いしたいと思います。以上でございます。 

○伊東委員長 それでは、予定の時間を３０分も過ぎてしまいました。たくさんの

ご意見を頂きまして、どうもありがとうございました。次回もまた同
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じように、たくさんの意見をいただければと思います。 

それではこれをもちまして、第２回の委員会を終了させていただき

ます。どうもありがとうございました。 

 


